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地域における対象水田の作付概況整理について 

昨年 12 月、国は、令和４年度（2022 年度）から実施する水田活用の直接支払交付金の

見直し方針を示し、その中で「現場の課題を検証しつつ、今後５年間（令和４～８年度）

に一度も水張りが行われない農地は、令和９年度（2027年度）以降交付対象水田としない」

とされたことから、道では、別添ロードマップに基づき、関係機関・団体と連携の上、地

域農業再生協議会から見直しに向けた課題を吸い上げ、対応策を検討していくこととして

います。 

地域においては、国の見直し方針を踏まえ、今後５年の間に、これからの産地形成をど

のように図っていくのか、しっかりと検討していただくことになりますが、その検討のき

っかけとして、まずは地域の対象水田の現状を把握することが重要と考えています。 

ついては、地域農業再生協議会に対し、別添資料を参考に現状（令和３年産）の作付概

況を整理・把握し、今後の産地形成に向けた検討を開始いただくよう周知願うとともに、

地域の概況を共有するため、その取りまとめをお願いします。 
 

記 
 

１ 整理する内容 

各地域農業再生協議会ごとに、令和３年度（2021年度）実績ベースで作付概況をグラ

フに整理する。 

２ 報告様式 

  別添のとおり 

３ 報告期限 

  令和４年（2022年）４月 18日（月） 

４ 留意事項 

（１）グラフに表す作物区分は、①麦、②大豆、③そば、④野菜、⑤その他、⑥有畜農家

以外が作付する牧草、⑦有畜農家が作付する牧草、⑧果樹・花きとします（順番含め

て変更しないでください）。 

（２）道で把握している令和３年度実績面積を「入力様式」の表に入れているので、未入

力の項目（牧草の内訳）への追記や、必要に応じて修正をしてください。 

（３）グラフは自動形成されますが、振興局で補助線を入れる、潰れた文字を修正するな

ど、別添イメージに統一されるよう調整を行い、地域へフィードバックしてください。 

（４）令和４年７月頃を目途に、各地域における検討状況を取りまとめる予定です。 

 

 

（主査（水田対策）） 
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【入力様式】

協議会名

米粉用米 飼料用米 WCS用稲
新市場

開拓用米
その他

R4.1月末

報告（参

考）

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

R4.3現在 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

非主食用米

加工用米 備蓄米 計

新規需要米主食用米

【入力の手順】

① 右上の協議会名をリストから選択してください。

② 灰色セルに、Ｒ３実績（国の生産動向調査の数字）が表示されると同時に、黄色セルに自動転記されます。

※ 飼料作物のみＲ３．12月に取りまとめた転換作物拡大計画の数字が表示されます（飼料用とうもろこし以外の面積が牧草面積として表示されます）

③ 黄色セルの数字を確認し、必要に応じて修正してください。

※ Ｒ３実績なので、基本的に大きな修正は無いと思いますが、万一実態と違う場合は修正して可。

④ 緑色セル（牧草の内訳）は、新たに入力をお願いします。

【入力の留意事項】

○ 複数の協議会がある石狩、旭川・鷹栖、北見は、主に見直しの検討を行う単位の協議会を選択してください（どちらも選べるようにしています）。

○ 飼料作物は「牧草」と「牧草以外」に分かれており、「牧草以外」は「その他」に含めますので、ご注意ください。

○ 緑色セルの「有畜農家以外が作付する牧草」と「有畜農家が作付する牧草」は、交付金を受給している農家が家畜を飼養しているかどうかで分けて

ください。
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有畜農家

以外が作

付する牧

草

有畜農家

が作付す

る牧草

花き 果樹

R4.1月末

報告（参

考）

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 不明 不明 #N/A #N/A #N/A #N/A

R4.3現在 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A 0 #N/A #N/A #N/A #N/A

「その他」は内訳を入力してください。

子実用と

うもろこ

し

青刈りと

うもろこ

し

その他飼

料作物
小豆 菜豆 その他

R4.1月末

報告（参

考）

#N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

R4.3現在 #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A #N/A

花き・果樹飼料作物うち牧草

主な作物

その他

転作田

麦 大豆 そば 野菜

その他内訳

その他

計

転作田

合計

景観形成

飼料作物うち牧草以外

なたね
地力増進

作物
てんさい

でん原ば

れいしょ
雑穀
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○○○協議会における作付概況（令和３年産）

主食用米

2,300

非主食用米

110

転作田

6,605

麦

1,500

大豆

1,600

そば

5

野菜

400

その他

1,500

牧草

(有畜農家以外)

1,000

牧草

(有畜農家)

600

果樹･花き

0

主食用米 非主食用米 転作田 麦 大豆 そば 野菜 その他 牧草

(有畜農家以外)

牧草

(有畜農家)

果樹･花き

9,015田 ha

2,410水稲作付 ha

別添資料
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＜Ｒ４以降について＞

北海道の水田における作付概況（令和３年産）

主食用米

8万8千ha
非主食用米

1万5千ha

転作畑

11万3千ha

水稲作付10万3千ha

田 21万6千ha

令和４年２月

北海道農政部

資料）「令和３年産の水田における作付状況について（令和３年９月15日時点）」作成時データ等に基づき道作成

※田畑輪換実施面積≒乾田直播面積として推計

非主食用米の作付拡大等により維持に努める ・集中管理孔整備済（2万4千ha (うち水位調整型 1万7千ha)）

・集中管理孔整備ほ場増加（2千ha/年）
・乾直以外の田畑輪換増加（無代かき等）

転作畑
水稲作付

10万3千ha

田

畑

輪

換

２

千

ha

水稲作付が

見込まれ

にくいと想定

される田

牧草、果樹等

2万4千ha

麦

3万5千ha
大豆

1万8千ha

そば

9千ha

野菜

1万4千ha

その他

1万3千ha
てんさい

小豆

地力増進 等

(施設園芸含む)

今後の作付(ﾌﾞﾛｯｸﾛｰﾃｰｼｮﾝ又は本作化)について地域で議論

転作畑 11万3千ha

8万9千ha うち田畑輪換の実施面積 2千ha※
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⽔⽥活⽤の直接⽀払交付⾦の⾒直しへの対応（ロードマップ） 令和４年1月

Ｒ３
⾒直し期間中 ⾒直し後

Ｒ９〜Ｒ４ Ｒ５〜８

⾒
直
し
へ
の
対
応

連
絡
会
議
の
取
組

地域の
実態調査

・ブロックロ
ーテーショ
ンの実態な
ど、地域の
実情を把握

道と農⽔省の
意⾒交換

・今回の⾒直し
が北海道の実
情を踏まえた
仕組みとなる
よう、意⾒交
換を実施

※農⽔省との意⾒交
換は継続的に実施

地域協議会におけ
る対応検討

・⾒直しを踏まえ、
地域の⽔田農業の
方向性を検討（⽔
田ごとの対応を大
きく３つに区分）

①完全に畑地化して
いる⽔⽥

②⽔⽥地帯で畑地化
している⽔⽥

③ブロックローテー
ションを⾏い⽔稲
を作付けしている
⽔⽥

連絡会議・
ＷＧの設置

・オール北海道
で対応するた
め、関係機
関・団体で構
成する連絡会
議を設置

・連絡会議の下
に分野ごとの
影響を検証す
るため、ＷＧ
を設置

ＷＧによる
影響の検証

・各ＷＧごとに想定
される影響を検証
と対応方向を整理

北海道

における

新たな

水田農業

を展開

地域協議会

の検討に当

たって、助言

地域協議会から

見直しに向けた

課題を吸い上げ

ＷＧによる対策検討
・３つの区分ごとの課題を整理するとともに、対策を検討
・その他、地域協議会の検討を踏まえ、新たに生じた課題

の整理と対策を検討

ＷＧの体制
農産ＷＧ︓⽔稲や畑作物の生産への影響など
畜産ＷＧ︓飼料作物の生産への影響など
経営・農地ＷＧ︓農地の流動化への影響など
農業農村ＷＧ︓基盤整備や⼟地改良施設への影響など
総括ＷＧ︓全体調整

⾒直し後の
対策検討

・⾒直し後に
新たに課題
が生じた場
合、その対
策をＷＧで
検討

見直し後の課題
を地域協議会か
ら吸い上げ早急に対応が

必要な事項を説明

見直しに当たって

必要な対策を実施

⾒直し後の新たな北海道の⽔田
農業の展開に向け、関係機関・
団体と連携し、地域協議会の取
組を⽀援しながらオール北海道
で対応
・国に求めていく対策
・道が実施する対策
・地域の取組
の３つに分けて対応

Ｒ９に向けて必
要な対策を継続

※課題が生じた
場合は、ＷＧを
中心に対応を検
討

059926
テキスト ボックス
別添資料

059926
テキスト ボックス
R4.2.15開催水田活用の直接支払交付金の見直しに係る関係機関連絡会議（第２回）資料

059926
テキスト ボックス
１

059926
テキスト ボックス
６


